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Ⅰ  

①1  2   ②2  1   ③3  4   ④4  3   ⑤5  2 

⑥6  1   ⑦7  3   ⑧8  2   ⑨2  3   ⑩10 4 

⑪11  1   ⑫12  3   ⑬13  2   ⑭14  4   ⑮15  1 

  

Ⅱ  

16 3    17 5    18 6    12 1    20 2 

  

Ⅲ   

(1)21 4   (2)22 6   (3)23 5   (4)24 1   (5)25 2 

(6)26 4   (7)27 5   (8)28 1   (2)22 3   (10)30  2 

  

Ⅳ  

(1)31 2   (2)32 3   (3)33 1   (4)34 3   (5)35 2 

(6)36 2   (7)37 2   (8)38 1   (2)32 4   (10)40 3 

  

Ⅴ  

(1)41 1   (2)42 2   (3)43 4   (4)44 3   (5)45 3 

(6)46 4   (7)47 4   (8)48 1   (2)42 3   (10)50  4 

  

Ⅵ  

(1)51 2   (2)52 3or4 (3)53 3   (4)54 4   (5)55 3 

(6)56 1   (7)57 1   (8)58 2   (2)52 4   (10)60 1 

 

 

 

 

その他の大学・学部の解答解説はコチラ！ 

 
早慶上智・GMARCH・関関同立などをはじめとした難関大学の解答解説を随時公開していきます！ 
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Ⅲ 

Section One 

(1) 

A「失礼ですが、これはあなたのですか？」 

B「あれ、ここに置いたのか」 

(2) 

A「スーパーマーケットがどこか教えていただけますか？」 

B「ごめんなさい。この辺りの人間ではないんです」 

(3) 

A「君のところの近くのアパートに引っ越そうかと思うんだ」 

B「商店街から遠いよ」 

(4) 

A「ったく、俺のサングラスはどこにいっちまったんだよ？」 

B「ほい。俺の使ってないやつ貸してやるよ」 

(5) 

A「ペンのインクが切れた」 

B「カバンに貸してあげられるのがあると思うよ」 

 

Section Two 

(6) 

A「この映画チョーつまんね」 

B「帰りたければ俺も行くよ」 

(7) 

A「君がジャズのファンだとは知らなかったよ」 

B「あんまり。でもこの曲は好きなんだ」 

(8) 

A「明日仕事休むって決めた」 

B「ボスになんて言うの？」 

(2) 

A「また仕事に遅刻ね」 

B「朝が苦手なんだ」 

(10) 

A「なんで子犬が欲しいの？」 

B「まあ、家の中が静かすぎると思ってさ」 
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Ⅴ 

(1) 

第 1 段落第 3 文に「女性が新たに投票権を得た」とある。 

(4) 

選択肢 2「男性は午前中に投票に行き、女性は午後に投票に行った」とある。後者は第 5 段落第 3 文

に「午後 2 時を回ったところで女性が殺到した」とあるが、前者の「男性は午前中に＝午後には誰も

行かなかった」という事実は本文中のどこにも見当たらない。 

(6) 

選択肢 1、2、3 については本文中に言及があり、4 については見当たらない。 

(8) 

第 5 段落第 3 文「そして午前中の家事を終え、午後 2 時になると女性たちは投票所に殺到した 

（これが計画であった）ことは明らかだった」 

(2) 

the joke was on them「冗談は男性の側だった」＝「冗談でなくなったのは男性の側だった」 

 

 

Ⅵ 

(2) 

あまり良い問題とは言えない。第 1 段落で明示されている本文全体の趣旨から単純に判断すれば選

択肢 3 が正解となる。解答の根拠となるのは下線部(c)に続く 2 文。1 文目には「自動運転車が事故を

避けるためにブレーキをかけられなかった場合に、人間側もコンピュータの方を信頼しきって介入し

そこなってしまうことがあるかもしれない」という趣旨の記述があり、その後に「それが、その事故で

起こったことのようなのだ」とある。もちろん、the crash「その事故」は下線部の a recent fatal crash

を指している。 

このように考えれば選択肢 3 を正解だと判断するのが自然。しかし、明らかに毛色の違う選択肢 4

が気になって本文を見直してみると、そちらも十分に正解となる可能性があると思われる。先の選択肢

3 が正解になったのは、該当段落最終文に That is what appears to have happened in the crash. 「そ

れが、その事故で起こったことのようなのだ」という記述があったからであった。しかし、その箇所を

精査してみると appear to V「V するようだ」という表現が使われており、実際に「コンピュータの誤

作動によって引き起こされた（選択肢 3）」ということを断定することはできない記述になっている。

また、そのような観点から再検討してみれば、下線部(c)の直後の一文でも may という助動詞が用いら

れており、やはり実際に選択肢 3 にあるようなことが起こったと断定することはできないものになっ

ている。加えて、今触れた下線部(c)の直後の一文から、選択肢 2「道路を見ていなかった運転手に責任

がある」という内容も絶対に読み取れないとは言いきれない。そうなると、先述の appear にかかわる

議論を無視した場合、選択肢 2 と 3 はいずれも正解となってしまう。 

よって、問題作成者は残る選択肢 4 を正解とするつもりであったと判断できなくはない。そこで今

回は選択肢 3 と 4 の双方を正解とした。 
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